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新しい 考えました年
ねん

号
ごう

あたら かんが

　年号とは、年
ねんすう

数の前
まえ

に置
お

かれる時
じ だ い

代を表
あらわ

す呼
よ

び名
な

で「明
め い じ

治」「大
たいしょう

正」
「昭

しょうわ

和」など漢
か ん じ

字２文
も じ

字が使
つか

われています。新
しんぶん

聞やニュースでも大
おお

き
な話

わ だ い

題になりましたが、来
らいねん

年５月
がつ

に今
いま

の「平
へいせい

成」から新しい年号にな
ることが決

き

まりました。そこで、青
せいしょうねん

少年版
ばん

記
き し ゃ

者の皆
みな

さんにも考えても
らい、その漢字を使った理

り ゆ う

由を聞
き

いてみました。

■共
きょうきょう

協 共
と も

に協
きょうりょく

力すればみんな笑
え が お

顔に
阿蘇小　川

か わ か み

上 雷
ら い と

斗
　このような名

な ま え

前にした理由は、
共に協力をすればみんなが笑顔に
なれると思

おも

ったからです。例
たと

えば
重
おも

い物
もの

を運
はこ

んでいる時
とき

に、手
て つ だ

伝っ
てもらえたら自

じ ぶ ん

分もうれしい気
き も

持ちになるし、相
あ い て

手
も手伝って良

よ

かったなと思えるからです。さらに、
手伝ってくれた相手に名前などを聞いたりして、友

とも

達
だち

になることもできると思います。「平成」から「共
協」に変

か

わるかはまだわかりません。けれども、皆
さんには「共に協力をする」ということを大

たいせつ

切にし
て、日

ひ び

々の生
せいかつ

活を送
おく

ってもらいたいと思います。ぼ
くも、友達と協力をしながら、毎

まいにち

日の生活を過
す

ごし
ていきたいです。

■安
あ ん し ゃ

社 争
あらそ

いのない安
あ ん し ん

心できる社
し ゃ か い

会
睦小　吉

よ し だ

田 里
り

歩
ほ

　安心できる社会という意
い み

味をこ
めて「安社」という年号を考えま
した。私

わたし

にとって安心できる社会
とは、みんなが争いをせず、豊

ゆた

か
で幸
しあわ

せに暮
く

らせるような社会のことです。しかし、
事
じ こ

故や自
じ さ つ

殺、殺
さつじん

人などが起
お

きてしまう社会では、誰
だれ

かが嫌
いや

な気持ちになってしまうので、安心できると
は言

い

えません。私はもっと社会を良くするために、
周
まわ

りに任
まか

せるのではなく、一
ひ と り

人ひとりが努
どりょく

力する
必
ひつよう

要があると思います。例
たと

えば、ほかの国
くに

のことを
知
し

り、交
こうりゅう

流を深
ふか

めることで争いがなくなると思いま
す。こうした努力の結

け っ か

果、みんなが安心できる社会
の実

じつげん

現につながっていくと思います。

■今
こ ん き

希 希
き ぼ う

望をもって暮らせるように
八千代台小　梶

か じ わ ら

原 玄
げ ん ぶ

武
　今

いま

生
い

きている人
ひと

が希望をもって
暮らせることを願

ねが

う、という意味
です。それに年号をアルファベッ
トで表すと、明治はＭ、大正は

Ｔ、昭和はＳ、平成はＨです。もしも、今希になっ
たとしたらＫになるから、他

ほか

の時代とは重
かさ

ならなく
ていいからです。今生きている人が希望を感

かん

じ、将
しょう

来
らい

生
う

まれてくる人も希望を感じていける世
よ

の中
なか

にな
りますように。

■永
え い こ う

光 永
え い え ん

遠に光
ひかり

が射
さ

していますように
勝田台南小　堀

ほ り ぐ ち

口 真
ま さ き

咲
　「永遠にこの日

に ほ ん

本、世
せ か い

界に光が
射していますように」という思い
で「永光」という年号を考えまし
た。世の中は曖

あいまい

昧で流
りゅうげん

言ばかりで
す。犯

はんざい

罪や嘘
うそ

が絶
た

えずに争いにまみれて曇
くも

ってい
て、それはただの偽

ぎぜん し ゃ

善者のようです。そんな世の中
の空

そら

の雲
くも

のすきから光り輝
かがや

く太
たいよう

陽の光が射せば、そ
の光が世の中を正

ただ

してくれると思います。そんな世
の中を正す光が一

い ち ど

度消
き

えてしまえば、一度固
かた

まった
ねん土

ど

のようにもとにはもどりにくくなります。だ
から永遠にその光が射していれば、ずっと正しいま
まで、それが身

み

につき次
つぎ

へと受
う

け継
つ

がれて「正しい

心
こころ

」というのは消えません。このような、これから
に希望をもった年号を考えました。

■光
こ う わ

和 みんなが輝く安心できる国
村上東小　髙

た か

城
し ろ

 佳
か の こ

乃子
　新しい年号は「光和」がいいと
思います。理由は、私のクラスの
人が一人ひとり光り輝いているか
らです。そこから「光」を選

えら

びま
した。それぞれの良いところを発

は っ き

揮しているだけで
なく、それをみんなが認

みと

めています。日本もお互
たが

い
を認め合

あ

って良い国にしたいです。
　また、最

さいきん

近ニュースで見
み

る悲
かな

しい事
じ け ん

件・事故のこ
とでとても不

ふ あ ん

安になります。そのことから、日本で
暮らしている人

ひとびと

々が平
へ い わ

和で安
あんぜん

全に生活できるように
なってほしいです。完

かんぜん

全に平和になるのは難
むずか

しいか
もしれませんが、少

すこ

しでも安心して暮らせる国がい
いと思い、「和

わ

」を選びました。

■多
た こ う

幸 多
お お

くの幸
さ ち

がありますように
新木戸小　大

お お く す

楠 菜
な つ き

月
　私は、「多幸」という年号が良
いと思います。理由は、「多幸」
には非

ひじょう

常に幸
こうふく

福なこと、良いこと
が多くあるという意味があるから

です。日本の人々に多くの幸せが来
く

ることを願
ねが

って
この言

こ と ば

葉を選びました。この言葉が世の中に広まる
ことで、事件などが少

すく

なくなればとてもうれしいで
す。また、日本だけではなく、ほかの国の人も幸せ
になれたら、戦

せんそう

争なども起こらずに、地
ちきゅうぜんたい

球全体が平
和になると思います。次の年号がどのようなものに
なるかはわかりませんが、これからは、この言葉の
ように、幸せの多い世の中で暮らしたいです。

■笑
しょうぞく

続 笑
え が お

顔が絶
た

えない平和な社会に
萱田小　竹

た け は ら

原 茉
ま こ と

琴
　笑続の「笑」は笑

わら

う、そして笑
顔になる、ということです。「続」
は続

つづ

ける、という意味があります。
そこから新しい年号は笑顔が絶え

ず続くように、という思いで「笑続」とつけました。

大 和 田 小 ６年 髙橋　　夏
睦 小 ６年 吉田　里歩
阿 蘇 小 ６年 川上　雷斗
村 上 小 ６年 村田　紗季
八千代台小 ６年 梶原　玄武
八千代台西小 ６年 瀬川　幸奈
勝 田 台 小 ６年 山口　汐里
勝田台南小 ６年 堀口　真咲
米 本 小 ６年 小林　愛季
米 本 南 小 ６年 髙﨑　彩乃
西 高 津 小 ６年 松尾　優花
大和田南小 ６年 中嶋琉希人
高 津 小 ６年 堀内　愉晏
南 高 津 小 ６年 山田　隆奨
村 上 東 小 ６年 髙城佳乃子
大和田西小 ６年 田澤　芽依
村 上 北 小 ６年 小幡　栞奈
新 木 戸 小 ６年 大楠　菜月
萱 田 小 ６年 竹原　茉琴
萱 田 南 小 ６年 桑名　文葉
みどりが丘小 ６年 吉田　千世
八千代台東小 ６年 田澤　伶佳

八 千 代 中 ２年 味田さゆり
睦 中 ２年 粟飯原　暉
阿 蘇 中 ２年 櫻井　涼乃
勝 田 台 中 ２年 足谷　　翼
大 和 田 中 ２年 川合　彪央
高 津 中 ２年 吉田　日和
八千代台西中 ２年 齊藤那津樹
村 上 東 中 ２年 衛藤　杏花
東 高 津 中 ２年 岩井　英惠
村 上 中 ２年 諏訪真美子
萱 田 中 ２年 翠川　智也
秀明八千代中 ２年 藤本　　愛
八千代松陰中 ２年 吉留　　黎
八 千 代 高 １年 二田佳奈恵
八千代東高 ２年 サライサイノリカ
八千代西高 ２年 石田　真矢
千葉英和高 ２年 地蔵堂美晴
八千代松陰高 １年 愛川　侑生
秀明八千代高 ２年 田崎　彩夢

　市内の小・中・高校の推薦で
平成30年度の広報青少年版記者
41人が選ばれました。特集テー
マに沿った自分の考え、新聞や

ニュースで気になることを報告します。今年度は
今号、12月15日号、31年２月15号に掲載します。

記 紹者 介


